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１．キーワード検索から対話型検索

日経パソコン ５．２２号から



◆キーワード検索

• キーワードで検索すると
• 該当するであろうホームページが数件～十数件のリストが表示さ
れるが、どれを開くか迷う。

• 適当に開くと、内容が簡単すぎたり、やたらと詳しいものなど。• 適当に開くと、内容が簡単すぎたり、やたらと詳しいものなど。

• 中にはやたらと、広告が一杯表示され邪魔をする。

• そこで別のサイトを開くが、物足りない。 そして次のサイト
へ・・・・・



調べたい内容（思い）を入力すると、直ぐに回答が記述される。

満足できなければ、追加で聞き直すと、それなりの回答が記述される。

これを繰り返すことで、よく分る。

◆対話型検索（チャットGPT）

これを繰り返すことで、よく分る。

回答方法を指定すれば、それに沿った形の回答もしてくれる。

ただ、時々間違った答えがでます。



２．Google Berdの登場

• Googleからも、チャット型の生成Aiが登場し、
5月から日本語にも対応しています。

• そこでどちらが良いのか日経新聞が、2つの
生成AIを対戦させ記事にしました。

• 対戦テーマは次の５つ

要約要約

キャッチコピー

市場調査

メール代筆

プログラミング

この情報と記事は大石さんからの提供です



３．マイクロソフトの検索に
Bingチャット登場

• マイクロソフトはオープンAIが立ち上がる時
（2015年）から参画していましたが、2019年には
10億ドルの出資をしています。

– 検索「Bing」にチャットGPTを連携

– Windows11にAIによる機能を追加（6月）
• 「ウインドウズ・コパイロット」として対話機能を付ける
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・Bing チャット（チャットGPTと連携）

Google Google Bard

Google対マイクロソフトの構図

オープンAI

マイクロソフト

チャットGPT
チャットGPTプラス

・Bing チャット（チャットGPTと連携）

連
携

・Windows11にも近くAIによる支援機能を追加
（コパイロット）

出資



チャットAIの比較を「チャットGPTに聞いてみました

チャットGPTでの検索結果



https://www.sedesign.co.jp/dxinsight/bing-ai-chat

Bingチャットについて解説 1/2
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それでは、新しいBing（Bingチャット）を使ってみましょう。

・Edgeでインターネットに接続

・マイクロソフトのアカウントでログイン

・Bingをクリック・Bingをクリック

・Bingのチャットをクリック

・レベルを選択

・何でも聞いてみる



Edgeのトップ画面の右上の
bのマークをクリックした画面

Bing チャットのトップ画面

ここをドラッグすると画面が横に広がります

チャットをクリック

会話のスタイルを選択

何でも 入力



４．チャットGPTの上手な使い方

① ＃記号を使って回答に条件をつける

本文の前に、回答の前提となる条件・制約事項などを#記号を付けて記述します。
＃指示

文章の形態（箇条書き、〇項目）

＃制約

400文字で400文字で
＃本文

②回答を追加させる

② 消去方法

個人情報が残らないように

トップ画面 の本人IDをクリック➡設定➡クリア


